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三
節　

工
事
実
施
仕
様

第
一
項　

仮
設
工
事

一
　
計
　
画

　

正
倉
に
は
素
屋
根
を
設
け
た
。
素
屋
根
に
は
、
東
面
に
木
造
に
て
仮
倉
庫
を
設
置
し
、
正

倉
内
の
唐
櫃
及
び
ガ
ラ
ス
戸
付
陳
列
棚
の
解
体
部
材
等
を
保
管
し
た
。
素
屋
根
建
設
に
支
障

と
な
る
宝
庫
西
門
等
は
先
行
で
解
体
格
納
し
た
。
素
屋
根
は
、
天
候
に
よ
ら
ず
工
事
を
円
滑

に
進
め
る
と
い
う
目
的
の
ほ
か
、
唐
櫃
保
管
の
た
め
の
保
管
場
所
の
確
保
と
い
う
目
的
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
工
事
中
の
現
場
公
開
も
素
屋
根
設
置
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
階
段
は
公

開
を
意
識
し
て
一
般
の
人
に
も
優
し
い
設
計
と
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
し
た
。
ま
た
、

素
屋
根
脇
に
は
ト
イ
レ
も
常
設
し
た
。

　

素
屋
根
の
基
礎
の
解
体
は
、
振
動
や
騒
音
、
防
塵
を
考
慮
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
に
て
現
地

で
切
断
し
、
構
外
に
持
ち
出
し
て
か
ら
破
砕
し
、
分
別
の
上
、
適
切
に
処
理
し
た
。

　

工
事
用
の
出
入
口
は
、
敷
地
西
面
中
央
の
鼓
阪
門
と
し
、
重
機
が
進
入
す
る
た
め
道
路
上

に
は
敷
鉄
板
を
敷
き
込
ん
だ
。
ま
た
、
宝
庫
西
門
西
側
は
階
段
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
一
旦

土
嚢
で
埋
め
、
敷
鉄
板
に
よ
り
ス
ロ
ー
プ
と
し
、
工
事
車
両
が
進
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

敷
地
の
西
北
の
空
き
地
を
仮
設
地
と
し
、
保
存
小
屋
・
瓦
保
管
庫
・
便
所
・
休
憩
所
・
監

理
事
務
所
の
各
仮
設
物
を
建
設
し
た
。

　

工
事
完
了
後
は
、
す
べ
て
旧
状
を
回
復
し
た
。

二
　
構
　
造

　

素
屋
根
は
鉄
骨
造
と
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
置
基
礎
と
し
た
。
屋
根
は
ガ
ル
バ
リ

ウ
ム
折
板
と
し
、
明
か
り
取
り
の
た
め
一
部
Ｆ
Ｒ
Ｐ
板
と
し
た
。
壁
は
敢
え
て
設
け
ず
、
人

が
通
る
階
の
周
囲
に
は
金
網
を
取
り
付
け
シ
ー
ト
張
り
と
し
た
。
単
管
組
に
て
、
登
桟
橋
を

設
置
し
た
。
調
査
の
状
況
に
応
じ
て
単
管
組
ま
た
は
枠
組
足
場
に
て
、
正
倉
周
囲
に
軒
足
場

図21　素屋根基礎砕石敷

図18　支障木の移植　

図19　支障木の仮移植先の状況

図20　仮設搬入路の敷鉄板
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を
設
け
た
。

　

瓦
保
管
庫
、
休
憩
所
は
軽
量
鉄
骨
組
立
ハ
ウ
ス
、
保
存
小
屋
は
単
管
組
、
屋
根
鉄
板
葺
と

し
た
。

三
　
材
　
料

（
一
）
素
屋
根
の
主
材
は
下
記
を
標
準
と
し
た
。

　
　

鉄　

骨
…
…
…
…
Ｓ
Ｓ
四
〇
〇

　
　

単　

管
…
…
…
…
外
径
四
八
・
六
㎜
×
内
厚
二
・
四
㎜
×
長
一
・
〇
～
五
・
五
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｔ
Ｋ
五
〇
〇
）

　
　

同
上
付
属
品
…
…
直
交
・
自
在
ク
ラ
ン
プ
、
ベ
ー
ス
金
具
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｔ
Ｋ
五
〇
〇
用
）

　
　

足
場
板
…
…
…
…
厚
二
・
五㎝
×
長
三
・
六
ｍ
以
上
の
杉
板

　
　

折　

板
…
…
…
…
カ
ラ
ー
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
、
厚
〇
・
八
㎜

　
　

合
成
樹
脂
板
…
…
Ｆ
Ｒ
Ｐ
板
（
波
形
）、
厚
一
・
五
㎜

　
　

仮
倉
庫
屋
根
…
…
カ
ラ
ー
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
、
厚
〇
・
六
㎜

　
　

登
桟
橋
庇
屋
根
…
Ｆ
Ｒ
Ｐ
板
、
厚
一
・
二
㎜

　
　

養
生
シ
ー
ト
…
…
合
成
繊
維
製
で
防
炎
加
工
を
施
し
た
も
の

　
　

木　

材
…
…
…
…
杉
ま
た
は
米
栂
一
等
材
（
す
べ
り
止
め
、
胴
縁
等
）

　
　

鉄
線
、
釘
等
…
…
一
〇
番
、
一
八
番
の
な
ま
し
鉄
線
、
洋
釘
、
フ
ッ
ク
ボ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
）

　
　

枠
組
足
場
…
…
… Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
合
格
し
た
鋼
管
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
枠
組
見
本

に
よ
り
主
任
技
術
者
の
承
認
を
受
け
た
も
の

（
二
）
瓦
保
管
庫
、
休
憩
所
は
下
記
を
標
準
と
し
た
。

　
　

瓦
保
管
庫
…
…
…
平
屋
建
組
立
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
）、
一
五
間
×
八
間

　
　

休
憩
所
…
…
…
…
二
階
建
組
立
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
）、　

四
間
×
五
間

図22　素屋根鉄筋コンクリート基礎配筋

図23　素屋根鉄筋コンクリート基礎の柱アンカー

図24　素屋根鉄筋コンクリート基礎脱型

図25　コンクリートミキサー車の防音対策　
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図28　素屋根屋根折板現場製作

図29　製作した屋根折板

図26　素屋根鉄骨製品検査

図27　素屋根合掌鉄骨の地組

四
　
素
屋
根
・
仮
倉
庫

　

敷
地
内
は
史
跡
地
で
あ
る
た
め
、
基
礎
は
掘
り
込
ま
ず
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
置
基

礎
と
し
た
。
基
礎
に
は
解
体
用
の
ス
リ
ー
ブ
管
と
吊
り
フ
ッ
ク
を
仕
込
ん
だ
。

　

素
屋
根
の
組
立
・
解
体
に
は
、
一
五
〇
ｔ
の
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
を
素
屋
根
建
設
予
定

地
の
東
南
に
設
置
し
、
随
時
別
の
ク
レ
ー
ン
も
併
用
し
て
行
っ
た
。

　

各
階
は
、
鉄
骨
に
Ｃ
型
鋼
を
這
わ
せ
、
直
接
杉
の
足
場
板
を
ス
ク
リ
ュ
ー
釘
止
め
と
し
た
。

　

屋
根
は
折
板
葺
と
し
、
現
地
で
長
尺
材
を
成
型
し
て
使
用
し
た
。
要
所
に
波
形
Ｆ
Ｒ
Ｐ
板

を
入
れ
て
明
か
り
取
り
と
し
た
。
周
囲
は
鉄
網
張
り
と
し
、
外
に
ナ
イ
ロ
ン
シ
ー
ト
を
張
っ

た
。

　

登
桟
橋
は
、
勾
配
一
〇
分
の
三
以
内
、
辷
り
止
め
、
手
摺
を
設
け
た
。
階
段
は
三
箇
所
設

け
、
見
学
に
配
慮
し
た
配
置
を
取
っ
た
。

　

素
屋
根
内
部
東
側
に
二
階
建
の
仮
倉
庫
を
設
け
た
。
構
造
は
木
造
と
し
た
。
内
部
は
四
つ

の
部
屋
に
分
か
れ
、
各
階
北
側
の
大
部
屋
に
唐
櫃
を
保
管
し
た
。
一
階
南
側
の
部
屋
は
、
ガ

ラ
ス
戸
付
陳
列
棚
の
ガ
ラ
ス
戸
や
解
体
部
材
の
保
管
庫
と
し
、
二
階
南
側
の
部
屋
は
、
ガ
ラ

ス
戸
付
陳
列
棚
内
な
ど
に
あ
っ
た
展
示
陳
列
用
の
棚
な
ど
を
保
管
し
た
。

　

素
屋
根
の
基
礎
解
体
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
を
用
い
、
幅
二
ｍ
の
所
は
長
さ
二
ｍ
に
、
ま
た

幅
二
・
五
ｍ
の
と
こ
ろ
は
長
さ
一
・
五
ｍ
に
切
断
し
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
南
側
へ
持
ち
出
し
、

構
外
へ
搬
出
の
の
ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
と
鉄
筋
に
分
別
し
て
処
分
し
た
。

五
　
瓦
保
管
庫

　

平
屋
建
組
立
ハ
ウ
ス
、
一
五
間
×
八
間
。
内
部
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
と
し
た
。
東
側
に

三
箇
所
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
け
、
瓦
の
搬
出
入
を
行
っ
た
。

六
　
保
存
小
屋

　

単
管
組
、
三
間
×
六
間
。
基
礎
は
丸
太
杭
打
ち
と
し
、
床
は
杉
の
足
場
板
を
張
り
込
ん
だ
。

七
　
監
督
員
事
務
所
及
び
現
場
事
務
所

　

監
督
員
事
務
所
は
一
階
建
組
立
ハ
ウ
ス
、
四
間
×
四
間
、
現
場
事
務
所
は
二
階
建
組
立
ハ
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図30　素屋根内消火栓設備

図31　素屋根内ホイスト（2.8ｔ）

ウ
ス
、
四
間
×
五
間
と
し
た
。
共
に
基
礎
は
丸
太
杭
打
ち
と
し
、
出
入
口
に
は
霧
除
け
庇
を

取
り
付
け
、
内
部
に
床
・
天
井
・
間
仕
切
を
設
け
た
。
現
場
事
務
所
は
、
二
階
を
元
請
け
の

作
業
事
務
所
及
び
設
計
監
理
者
の
事
務
所
と
し
、
一
階
を
休
憩
所
及
び
会
議
室
と
し
た
。

八
　
境
界
柵

　

正
倉
院
事
務
所
及
び
東
西
宝
庫
の
北
側
に
境
界
柵
を
設
け
た
。
鉄
骨
の
置
基
礎
と
し
、
単

管
の
骨
組
み
に
高
さ
三
ｍ
の
万
能
鋼
鈑
を
張
っ
た
。
正
門
の
北
に
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト

を
設
置
し
、
聖
語
蔵
の
北
に
は
片
開
き
の
出
入
口
を
設
け
た
。
解
体
格
納
し
た
宝
庫
西
門
の

位
置
に
も
、
キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
た
。

九
　
諸
設
備

　

素
屋
根
に
は
、
ホ
イ
ス
ト
（
二
・
八
ｔ
）、
コ
ン
セ
ン
ト
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
ホ
ー
ム
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
）、
消
火
栓
、
炎
感
知
器
、
避
雷
設
備
、
ト
イ
レ
を
設
け
た
。

　

瓦
保
管
庫
、
保
存
小
屋
に
は
電
灯
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
消
火
器
を
設
け
た
。

　

監
督
員
事
務
所
及
び
現
場
事
務
所
に
は
、
電
灯
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
給
排
水
、
流
し
、
卓
、

椅
子
、
消
火
器
、
消
火
バ
ケ
ツ
を
設
け
た
。

一
〇
　
樹
木
移
植
・
伐
採

　

素
屋
根
建
設
に
先
立
ち
、
支
障
す
る
樹
木
を
移
植
或
い
は
伐
採
し
た
。
工
事
完
了
後
の
植

栽
は
、
専
門
部
会
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
っ
た
。

一
一
　
技
術
提
案

　

本
工
事
で
は
、「
素
屋
根
の
基
礎
建
設
・
解
体
時
に
発
生
す
る
騒
音
、
振
動
及
び
粉
塵
等

を
低
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
」
に
対
し
て
、
工
事
受
注
者
か
ら
の
技
術
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

提
案
一
は
、「
移
動
式
吸
音
・
遮
音
パ
ネ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
使
用
に
よ
る
基
礎
解
体
時
の
騒

音
・
粉
塵
対
策
」
で
あ
る
。
基
礎
解
体
は
前
述
の
よ
う
に
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
を
用
い
て
行
っ
た

が
、
こ
の
周
囲
に
吸
音
・
遮
音
性
能
を
有
す
る
防
音
パ
ネ
ル
（
ノ
イ
ズ
ソ
ー
バ
ー
）
を
組
み

立
て
て
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
を
囲
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
騒
音
の
低
減
が
見
ら
れ
た
。

　

提
案
二
は
、「
乾
式
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
る
粉
塵
対
策
」
で
あ

図32　素屋根内便所

図33　キャスターゲートと仮囲い
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図38　素屋根外周の金網と庇

図34　仮倉庫一階　

図39　原寸場兼現場公開時展示スペース

図35　仮倉庫二階ダクト取り付け

図36　仮倉庫ガラス戸付陳列棚解体材保管室

図37　仮倉庫唐櫃保管状況

る
。
湿
式
に
よ
る
工
法
は
切
削
時
に
泥
水
を
発
生
さ
せ
る
が
、
こ
れ
を
完
全
に
排
水
し
た
り

地
面
へ
の
浸
透
を
防
止
し
た
り
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
泥
水
の
発
生
し
な
い
乾
式
工

法
を
用
い
、
切
断
時
に
発
生
す
る
粉
塵
は
強
力
集
塵
機
で
吸
引
し
、
切
削
粉
の
飛
散
防
止
に

は
集
塵
保
護
カ
バ
ー
を
用
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
未
回
収
切
削
泥
水
の
乾
燥
に
よ
る
粉
塵
の

飛
散
防
止
と
産
業
廃
棄
物
の
減
容
化
が
な
さ
れ
た
。

　

提
案
三
は
、「
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
の
使
用
に
よ
る
基
礎
砕
石
地
業
締
固
め
時
の
振
動
対

策
」
で
あ
る
。
基
礎
砕
石
転
圧
時
に
ラ
ン
マ
ー
な
ど
を
用
い
ず
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
を
を
使

う
こ
と
で
、
正
倉
に
与
え
る
振
動
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

提
案
四
は
、「
防
音
壁
の
設
置
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
の
騒
音
対
策
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
提
案
一
と
同
様
の
防
音
パ
ネ
ル
で
ミ
キ
サ
ー
車
の
三
方
を
囲
む
こ
と
に
よ
り
騒
音

を
低
減
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
実
施
に
よ
り
騒
音
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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図41　ワイヤーソーの切削粉飛散防止と防音対策

図42　ワイヤーソーでの切断面 図40　素屋根基礎切断のワイヤーソー

図43　素屋根二階平面図

南
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図45　素屋根桁行断面図

図44　素屋根梁間断面図
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第
二
項　

解
体
工
事

一
　
解
体
範
囲

（
一
）
屋　

根

　

本
瓦
葺
は
瓦
・
葺
土
の
す
べ
て
を
取
り
解
い
た
。
土

居
葺
お
よ
び
野
地
板
は
、
破
損
部
分
及
び
補
強
工
事
に

支
障
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
解
体
し
た
。

（
二
）
造　

作

　

各
倉
内
の
ガ
ラ
ス
戸
付
陳
列
棚
を
す
べ
て
解
体
し
た
。

（
三
）
そ
の
他

　

小
屋
組
の
構
造
補
強
に
伴
い
、
補
強
金
物
の
取
り
替

え
の
た
め
に
軒
天
井
板
を
部
分
的
に
解
体
し
た
。
ま
た
、

撮
影
等
で
周
到
に
記
録
し
て
お
い
た
。

三
　
工
程
、
解
体
順
序

　

準
備
完
了
後
、
監
督
員
の
指
示
に
従
っ
て
順
序
よ
く
丁
寧
に
解
体
し
た
。

四
　
清
掃
、
養
生
、
調
査
協
力

　

建
物
の
実
測
、
破
損
、
痕
跡
、
仕
様
、
取
替
材
な
ど
、
設
計
監
理
者
が
行
う
諸
調
査
に
協

力
し
た
。
ま
た
、
解
体
中
は
記
録
写
真
等
の
た
め
、
解
体
の
工
程
毎
に
清
掃
を
行
い
、
撮
影

に
協
力
し
た
。

五
　
解
体
材
の
整
理

（
一
）
本
瓦
葺

　

解
体
し
た
瓦
は
、
表
面
を
簡
単
に
清
掃
し
、
時
代
別
に
分
類
し
て
指
定
の
場
所
に
保
管
し

た
。
そ
の
後
、
形
状
、
破
損
度
、
耐
久
性
を
考
慮
し
、
音
響
調
査
な
ど
に
よ
る
詳
細
な
調
査

を
行
い
、
再
用
・
不
再
用
を
選
別
し
た
。

　

再
用
す
る
瓦
は
、
水
洗
い
な
ど
を
行
い
、
再
用
の
準
備
を
し
た
。

　

不
再
用
の
瓦
は
、
監
督
員
の
指
示
に
従
い
、
重
要
な
も
の
は
指
定
の
場
所
に
保
管
し
た
。

そ
の
他
、
不
用
材
と
判
断
さ
れ
た
瓦
は
一
定
の
場
所
に
集
積
し
た
の
ち
、
破
砕
機
に
て
粉
砕

し
、
監
督
員
の
指
示
に
よ
り
処
分
し
た
。

　

葺
土
は
、
す
べ
て
場
外
処
分
と
し
た
。

　

土
居
葺
の
板
は
、
再
用
・
不
再
用
を
調
査
し
、
再
用
材
は
清
掃
の
上
保
管
し
、
不
再
用
材

は
一
定
の
場
所
に
集
積
し
、
監
督
員
の
指
示
に
よ
り
処
分
し
た
。

（
二
）
野
地
板

　

野
地
板
は
、
場
所
毎
に
整
理
し
て
格
納
し
、
再
用
し
た
。

（
三
）
造
作
材

　

各
倉
内
の
ガ
ラ
ス
戸
付
陳
列
棚
は
、
仕
口
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
丁
寧
に
解
体
し
、
仮
倉

庫
内
の
指
示
す
る
場
所
に
格
納
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
取
り
扱
い
に
は
特
に
注
意
し
た
。

図46　自走式破砕機KOMATSU「ガラパゴス」

補
強
金
物
の
う
ち
、
隅
合
掌
の
金
物
は
取
り
替
え
の
た
め
に
取
り
外
し
た
。

二
　
準
　
備

（
一
）
解
体
番
付

　

屋
根
瓦
の
う
ち
役
物
瓦
に
つ
い
て
は
、
解
体
前
に
解
体
番
付
を
定
め
、
養
生
テ
ー
プ
等
を

番
付
札
と
し
て
各
瓦
に
番
付
を
付
け
た
。
番
付
札
に
使
用
す
る
テ
ー
プ
は
、
剥
が
れ
に
く
い

も
の
と
し
た
が
、
剥
が
し
た
後
に
テ
ー
プ
類
が
残
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
た
。

　

解
体
す
る
木
材
に
は
、
番
付
札
に
よ
り
番
付
を
付
け
て
か
ら
解
体
し
た
。

（
二
）
清
掃
・
養
生

　

着
工
と
同
時
に
建
物
内
外
の
片
付
け
、
清
掃
を
行
っ
た
。
ま
た
、
解
体
中
に
汚
損
・
破
損

の
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
養
生
を
施
し
た
。
特
に
、

建
物
内
部
に
葺
土
が
落
ち
な
い
よ
う
充
分
な
養
生
を
施
し
た
。

（
三
）
施
工
に
際
し
て
必
要
な
諸
調
査
・
記
録

　

屋
根
瓦
の
棟
・
隅
の
納
ま
り
な
ど
、
組
立
施
工
時
に
必
要
な
箇
所
は
、
実
測
ま
た
は
写
真
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第
三
項　

木
工
事

一
　
木
部
修
繕
の
一
般
事
項

　

従
来
の
技
法
・
工
法
は
尊
重
し
、
新
規
材
料
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
に
倣
う
こ
と
を
原
則
と

し
た
。
技
法
や
工
法
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
監
督
員
・
設
計
監
理
者
の
承
諾
を
得
た
。

　

痕
跡
・
墨
書
等
の
歴
史
資
料
は
、
尊
重
し
、
保
存
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
施
工
上
こ

れ
ら
の
保
存
が
困
難
と
な
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
監
督
員
・
設
計
監
理
者
の
承
諾
を
得
た
。

　

新
規
材
及
び
補
足
材
等
に
は
、
見
え
隠
れ
部
分
に
修
理
年
度
の
烙
印
を
押
し
た
。

　

新
規
・
取
替
の
木
材
は
、
す
べ
て
在
来
と
同
じ
材
種
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

二
　
木
材
等

（
一
）
構
造
材
及
び
下
張
材
の
工
事
現
場
搬
入
時
の
含
水
率

　

二
〇
％
以
下
…
…
瓦
座
、
裏
甲

　

三
〇
％
以
下
…
…
敷
桁
受
、
雇
枘
、
支
持
柱
、
飼
木

（
二
）
品　

格

　

使
用
箇
所
ご
と
の
樹
種
及
び
製
材
の
種
類
は
、
次
に
よ
っ
た
。
樹
種
欄
に
お
け
る
赤
身
勝

と
は
、
板
類
に
お
い
て
は
面
積
、
そ
の
他
の
材
に
お
い
て
は
末
口
断
面
積
に
お
い
て
八
〇
％

以
上
が
赤
身
で
あ
る
こ
と
、
と
し
た
。

　

構
造
材
及
び
下
地
材
の
製
材
の
種
類
並
び
に
使
用
箇
所
に
応
じ
た
樹
種
等
は
以
下
の
通
り

と
し
た
。

　

軸　

部

　

檜
・
赤
身
勝
・
一
等
…
…
敷
桁
受
・
雇
枘
・
支
持
柱
・
柱
上
飼
木
・
柱
下
飼
木

　

そ
の
他

　

檜
・
赤
身
勝
・
一
等
…
…
野
地
板

　

檜　

赤
身
勝
・
小
節
…
…
瓦
座

（
三
）
樹
種
品
位

　

左
表
を
基
準
と
し
た
。

区　
　

分

小　
　

節

一　
　

等

節（
材
面
に
お
け
る
欠
け
、

傷
及
び
穴
を
含
む
）

長
径
が
二
〇
㎜
程
度
で
、
材
長
二

ｍ
当
た
り
、
二
～
三
個
で
あ
る
こ

と

径
比
が
材
幅
の
二
五
％
前
後
で
、

材
長
二
ｍ
当
た
り
六
個
程
度
で
あ

る
こ
と

丸
身

（
稜
線
上
に
存
す
る
欠

け
及
び
傷
を
含
む
）

な
い
こ
と

一
材
面
に
対
し
て
一
〇
％
以
下
で

あ
る
こ
と

木
口
割
れ
ま
た
は
目
廻

り
（
材
面
に
お
け
る
割

れ
を
含
む
）　

極
軽
微

極
軽
微

腐
れ
ま
た
は
虫
穴

な
い
こ
と

な
い
こ
と

繊
維
方
向
の
傾
斜

長
さ
一
ｍ
に
対
し
て
三
〇
㎜
程
度

長
さ
一
ｍ
に
対
し
て
八
〇
㎜
程
度

そ
の
他
の
欠
点

極
軽
微

極
軽
微

（
四
）
再
用
材

　

当
初
材
は
将
来
の
保
存
に
支
障
の
な
い
限
り
努
め
て
再
用
し
、
後
補
材
に
つ
い
て
も
形
状

技
法
が
特
に
不
揃
い
で
な
い
も
の
は
使
用
し
た
。
な
お
、
再
用
、
繕
い
、
不
再
用
等
の
内
訳

は
図
示
し
た
。

（
五
）
取
替
及
び
補
足
材

　

腐
朽
・
破
損
の
著
し
い
も
の
、
現
状
変
更
等
の
事
由
に
よ
り
取
替
ま
た
は
新
補
す
る
材
は

原
則
と
し
て
在
来
の
材
種
、
品
質
の
材
を
充
て
、
加
工
は
旧
形
・
旧
工
法
を
踏
襲
し
た
。

　

補
足
木
材
は
、
特
記
の
な
い
限
り
日
本
農
林
規
格
品
と
し
た
。
た
だ
し
、
化
粧
材
に
つ
い

て
は
見
え
掛
か
り
面
に
こ
れ
を
適
用
し
た
。

三
　
釘
類
・
構
造
用
金
物

　

補
足
金
物
は
、
鉄
製
（
Ｓ
Ｓ
四
〇
〇
）
と
し
、
錆
止
・
塗
装
を
施
し
た
。
形
状
・
寸
法
は

図
示
し
た
。
見
え
隠
れ
に
用
い
る
洋
釘
・
ボ
ル
ト
・
鎹
・
形
鋼
等
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
を
用

い
た
。
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図47　木材検査

図48　大正期の内部柱に支持柱を取り付けたところ

図51　校木間の隙間の埋木

図49　二階の敷桁受と支持柱

四
　
繕
　
い

　

校
木
の
隙
間
、
腐
朽
部
等
は
埋
木
、
矧
木
、
飼
木
等
に
よ
り
繕
い
を
行
っ
た
。

五
　
継
手
・
仕
口

　

継
手
、
仕
口
、
曲
線
等
は
従
来
通
り
に
加
工
し
た
。
補
強
材
の
取
り
付
き
等
は
図
示
し
た
。

六
　
組
立
及
び
補
強

　

構
造
補
強
の
た
め
に
付
加
し
た
木
材
の
組
立
に
は
、
古
材
を
で
き
る
限
り
傷
め
な
い
よ
う

に
組
み
立
て
た
。

　

既
存
の
補
強
金
物
を
取
り
替
え
る
場
合
、
新
た
に
補
強
金
物
を
取
り
付
け
る
場
合
も
同
様

に
注
意
し
た
。

図50　裏甲の取り替え

図52　中倉校木隙間の埋木

第二章　整備工事の内容

─ 43 ─


	正倉院正倉整備記録_本文編_05第二章(第三節).pdfから挿入したしおり
	正倉院正倉整備記録_本文編.pdfから挿入したしおり
	本扉
	巻頭カラー
	序
	例言
	目次
	序章　正倉院正倉整備事業の概要
	第一章　正倉院正倉の概要と沿革
	第一節　正倉院正倉の概要
	第二節　正倉の創建と沿革
	第三節　正倉院に残る歴史的建造物
	第四節　国宝の指定
	第一項　官報告示
	第二項　指定基準と説明

	第五節　史跡の指定
	第一項　官報告示
	第二項　指定理由

	第六節　構造形式
	第七節　規模

	第二章　整備工事の内容
	第一節　整備事業の計画
	第一項　工事に至る経過
	第二項　修理方針
	第三項　正倉院正倉整備に関する懇談会

	第二節　整備工事の実施
	第一項　事業の運営と経過
	第二項　工事関係者
	第三項　工事実施工程
	第四項　工事費
	第五項　現場公開

	第三節　工事実施仕様
	第一項　仮設工事
	第二項　解体工事
	第三項　木工事
	第四項　屋根工事
	第五項　構造補強工事
	第六項　雑工事
	第七項　設備工事

	第四節　構造診断の実施
	第一項　小屋組の構造解析
	第二項　振動調査について
	第三項　耐震診断について
	第四項　耐震診断に関する補足


	第三章　調査事項
	第一節　修理前の破損状況
	第二節　形式・技法の調査
	第一項　平面計画
	第二項　木部
	第三項　屋根
	第四項　科学的分析調査

	第三節　当初形式の調査
	第一項　古材痕跡調査
	第二項　当初小屋組の復原考察

	第四節　後世の修理・改造
	第一項　元禄期の修理
	第二項　天保期の修理
	第三項　明治期の修理・改造
	第四項　大正二年の修理
	第五項　大正十年の修理
	第六項　瓦葺から見た正倉の修理経過の考察
	第七項　正倉院正倉屋根に残された奈良時代の平瓦について


	第四章　正倉以外の工事について
	第一節　宝庫西門
	第一項　構造形式と沿革
	第二項　実施仕様
	第三項　調査事項

	第二節　土塀
	第一項　沿革
	第二項　実施仕様
	第三項　調査事項

	第三節　杉本神社
	第一項　構造形式と沿革
	第二項　実施仕様
	第三項　調査事項

	第四節　消火栓配管工事

	第五章　資料
	第一節　棟札・墨書等
	第二節　篦書・刻印等
	第三節　瓦拓本
	第一項　軒丸瓦瓦当
	第二項　軒平瓦瓦当
	第三項　奈良時代一枚作り平瓦刻印
	第四項　奈良時代平瓦表面加工痕
	第五項　鎌倉時代平瓦叩き文
	第六項　篦書

	第四節　『正倉院宝庫屋根瓦拓本』

	日本語抄録
	英語抄録
	奥付



